＊2021年3月発行「すこやか」に差込み予定
２０２１年３月
被保険者のみなさま
日油健康保険組合

健康保険料率の改定（引き上げ）について

２０２１年度から健康保険料率（一般保険料率及び介護保険料率）を改定（引き上げ）することが、２月１５日の組合会で決定されました。みなさまのご理解をいただきますようよろしくお願いいたします。

●改定内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：‰（パーミル=1/1000）
	
	2021年度
	2017～2020
	2015～2016
	2006～2014
	(参考)協会けんぽ

	一般保険料率
	９８.０
	９３.０
	８８.０　
	７５.０
	１００.０

	会社負担分
	５７.５
	５５.０
	５２.５
	４６.０
	５０.０

	個人負担分
	４０.５
	３８.０
	３５.５　
	２９.０
	５０.０



	
	2021年度
	2013～2020
	2010～2012
	2008～2009
	(参考)協会けんぽ

	介護保険料率
	１７.０
	１４.０
	１１.０　
	８.０
	１８.０

	会社負担分
	８.５
	７.０
	５.５
	４.０
	９.０

	個人負担分
	８.５
	７.０
	５.５　
	４.０
	９.０


＊協会けんぽ：健保組合を保有しない中小企業等が加盟する全国健康保険協会の略称
＊任意継続被保険者の方は会社負担がないため全額個人負担となります

●改定理由について
　当組合は、２０１５年に一般保険料率を千分の７５から千分の８８へ１０年ぶりに引き上げを行いました。日本社会全体の高齢化に伴う医療費の増加及び高齢者医療制度への納付金の急増により収支赤字が続き、長らく赤字補填をしていた積立金が減少してしまったためでした。また、２０１６年以降の高額新薬（C型肝炎・癌治療薬）の保険適用化による医療費や納付金の増加もあり、２０１７年には千分の９３へ引き上げを実施しました。その後しばらくは当組合の高齢者保健指導の成果等から納付金が横ばい状態にあったことで、料率を据置いたまま事業運営ができました。しかしながら２０２０年から更なる高齢化の進展等により再び納付金が大きく増加しており、かつこうした状況がしばらく継続することが見込まれるため、今回の料率引き上げに至りました。
　介護保険料についても高齢化による介護給付費の急増により２０１８年以降赤字が増大しており、９年ぶりに料率引き上げを実施せざるを得なくなりました。
●今後の保険料率の考え方について
今後についても、現在の支出が、予測が難しく変動性の高い納付金に大きく影響されること、高齢化や医療の高度化による医療費の増加が引き続き予想されること、そして積立金等財産の余裕がすでにないことから、単年度ごとの支出状況を精査したうえで、保険料率を設定（改定）していくことになります。
保険料率の見直しは、被保険者のみなさまと会社の双方にとって影響が大きいため、法改正などの政府の動きを注視しながら、慎重に検討してまいります。
当組合としては、引き続き医療費や納付金の適正化（抑制化）に有効な保健事業（健診結果に基づく特定保健指導、高齢者保健指導、重症化予防事業等）に精力的に取組んでまいります。
また、上部団体である健康保険組合連合会を通じて政府に対して、高齢者医療費の負担構造の見直しによる現役世代（健保組合）の納付金負担軽減と持続可能な医療保険制度の再構築を強く求めてまいります。

●個人負担保険料の引き上げ額実例（＊在職中の被保険者の方の例）
【標準報酬月額４０万円の場合】
・一般保険料
２０２０年度：４００,０００円×３８.０‰＝１５,２００円
２０２１年度：４００,０００円×４０.５‰＝１６,２００円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 引き上げ額：１,０００円／月
　　・介護保険料（但し、４０歳以上の方が対象）
２０２０年度：４００,０００円×　７.０‰＝　２,８００円
２０２１年度：４００,０００円×　８.５‰＝　３,４００円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 引き上げ額：　６００円／月

[bookmark: _GoBack]【賞与支給額８０万円の場合】
・一般保険料
２０２０年度：８００,０００円×３８.０‰＝３０,４００円
２０２１年度：８００,０００円×４０.５‰＝３２,４００円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 引き上げ額：２,０００円／期
・介護保険料（但し、４０歳以上の方が対象）
２０２０年度：８００,０００円×　７.０‰＝　５,６００円
２０２１年度：８００,０００円×　８.５‰＝　６,８００円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 引き上げ額：１,２００円／期

以上
